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高野山放送所工事に伴う参詣道（世界遺産）破損事案の再発防止等について 

 

今年４月、和歌山県高野町の高野山テレビ中継放送所工事（ＮＨＫからＮＨＫ

テクノロジーズ＝ＮＴへ発注）において、世界文化遺産である高野参詣道女人道

を、文化財保護法等に基づく許可を得ることなく現状変更し、破損させた事案に

ついては、関係者の皆様に多大なご迷惑をおかけしたこと、視聴者の信頼を著し

く損なう事態を招いたことを改めて深くお詫びするとともに再発防止策を徹底

します。 

（１）経緯 

去年３月にＮＴがヘリと人力による資材搬入を立案し、ＮＨＫはその内容で

工事を発注。今年２月にＮＴの担当者が資材搬入の方法を一部変更したが、許

可申請や上司への報告を行わず、上司も変更に気がつかなかった。工事の施工

管理を委託していたＮＨＫへの報告もなかった。工事着工後、地元自治体から

法令違反の指摘を受けて、工事を中止。文化庁に顛末書を提出し、７月に通知

を受領。９月に復旧工事を完了。 

（２）原因・背景 

✓ ＮＨＫ，ＮＴとも法令に対する理解不足 

✓ ＮＴでの内部統制やチェック機能が働かず 

✓ ＮＨＫの管理・指導が不十分 

✓ 長年の委託構造の中で役割や責任が不明確 

 

（３）再発防止策 

〇法令順守の取り組み 

・技術局に法令順守推進機能を位置づけ、法令チェックシート更新や地元

自治体への法令確認実施状況把握、法規制対応などの標準工事手順書の

作成 

・屋外設備整備等に関わる全職員・ＮＴ社員に定期的な法令順守の勉強会 

  〇委託管理体制の強化 

・技術局に委託管理責任者を設置し、ＮＴ側の受託管理責任者と連携して

仕様書の確認・見直しなど継続的な品質点検の実施 

・工事の発注から検査検収の間の確認手順の見直しと確認内容の明確化に 

よるＮＴでのレビューとＮＨＫによる確認の徹底 

・委託構造を見直し、送受信業務の設計・施工管理はＮＨＫが実施 

 

                                 以上 


